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-亮理論の方ではAkhiczeT51が欝e用 の two stream instahi- Tj
を論じているO 日e 8内に_イオンの蘇れがあるとロ トンが劫起 されそのため
Fl密度の fiuctuatiJOrl犯異常性が現われることを示しているO それはX線
あるいは中性子回折で観測 される strlCtur e チ.,iCtOrに-やはり異常性をも
た らすが ,実験でひっかや るために_は極低温 (～OvorJlo ‥Tt日 が要求 される｡
というわけでFe uの場合には不安定性に関する限 りLtl-1つきりしたことは
まだ分っていない｡イオンがどういう構造をもっ かという点でも分 らぬ こと
がいろ.いろあるしこの簿の研究は今後打問題 と思える｡





松 原 武 生 (京大理 )
この研軍会で話題K上った現象は ,次のような特徴をもっているものと思
われる｡な私か適当な Carrierがありそれは電場あるいは磁場でコントロー





不安定性 の原因もはっきりしないというのが現状で恭 り,Bj の Esaki
効果 ,CdSに_おける超音波増幅等についてももっと実験が必要なように思
われ るOこれgl反して高温プラズマでは two stream instafiiH tyとか
異常拡散等の現象が話題にな り,固体 プラズマと違って物理体系が簡単なた
めか数学的取扱いKついて もかな り進んだ理論が紹介 されたo LかL,
FrjprnaT,一哉uthprford とか Ba】escu らの不安定プラズマの運動論的方
程式についても問題があり,また Drum ondrPinesの準線型理論との関連
もはっ きりしていない｡ これ らの点を明確FTL_す るとともK ,同じような一方法
を闇体.,臼e 臼等の問題に適用 してい(のか今後の一つの課題ではあるまい
か ｡ (世話人記 5
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